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み
え
労
連
は
９
月
４
日
（
日
）
津
市
橋
南
市
民
セ
ン
タ
ー
で
第
２
８

回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
１
年
間
の
総
括
と
次
年
度
の
活
動
方
針
を
決

定
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
15
組
織

39
名
の
代
議
員
を
は
じ
め
７
０
名

余
が
参
加
し
、
質
疑
討
論
の
あ
と
全
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
全
労
連
よ
り
常
任
幹
事
の
笠
井
智
仁
さ
ん
（
組

織
・
法
規
対
策
局
長
）
出
席
し
、
連
帯
と
激
励
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

み
え
労
連
第
28
回
定
期
大
会
を
開
催

昨
年
の
今
ご
ろ
は
連
日
国
会
周
辺

に
行
き
、
私
は
デ
モ
の
警
備
担
当
と

し
て
警
察
と
折
衝
に
当
た
っ
て
い
た
。

み
え
労
連
の
運
動
は
全
国
が
注
目
し

て
い
る
。
組
合
員
を
着
実
に
増
や
し

て
い
る
し
、
Ｏ
Ｂ
が
活
躍
し
て
い
る

点
で
日
本
一
だ
。
堪
え
が
た
き
を
堪

え
野
党
共
闘
を
実
現
し
た
と
も
聞
い

て
い
る
。
激
戦
区
で
統
一
候
補
を
勝

利
さ
せ
た
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
。
い
っ

そ
う
の
発
展
を
誓
う
大
会
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

三
重
の
野
党
共
闘
、
み
な
さ

ん
の
お
か
げ
で
最
終
的
に
は
ス
ッ

キ
リ
し
た
形
で
実
現
で
き
た
。

衆
院
選
で
野
党
共
闘
で
き
た
ら

野
党
は
91
議
席
増
え
て
倍
加
す

る
。
改
憲
は
阻
止
で
き
る
。
高

江
ヘ
リ
パ
ッ
ド
、
70
歳
以
上
の

医
療
費
１
割
↓
２
割
、
介
護
保

険
料
40
歳
↓
20
歳
、
選
挙
中
は

一
言
も
口
に
し
な
か
っ
た
こ
と

を
次
ぎ
次
ぎ
と
持
ち
出
す
安
倍

政
権
。
力
を
合
わ
せ
て
暴
走
を

ス
ト
ッ
プ
し
よ
う
。

来賓あいさつ
三教組南勢高支部

池田支部長

満
場
一
致
で
議
案
を
採
択
す
る
代
議
員

の
み
な
さ
ん

来賓あいさつ
日本共産党
三重県委員会
大嶽委員長

来賓あいさつ
全労連常任幹事
笠井さん

会
計
報
告

新
家
副
議
長

会
計
監
査
報
告

城
山
さ
ん
（
生
協
労
連
）

多
く
の
市
民
が
声
を
上
げ
野
党
共

闘
が
実
現
し
、
三
重
で
は
自
公
に
打

ち
勝
っ
た
。
み
え
労
連
の
存
在
を
市

民
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
。
私
た
ち
は

二
つ
の
流
れ
の
せ
め
ぎ
合
い
の
中
に

い
る
。
戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
阻
止

し
、
平
和
憲
法
が
生
き
る
社
会
を
め

ざ
し
、
奮
闘
し
よ
う
。

開会あいさつ
みえ労連議長 臼井さん

議
案
説
明

こ
の
1
年
間
の
取
り
組
み

み
え
労
連
は
昨
年
、
事
務
局
体
制
が
不
備
と
い
う
発
足
以
来
最
大
の
ピ

ン
チ
を
迎
え
た
。
こ
の
ピ
ン
チ
を
、
事
務
局
長
代
行
の
配
置
（
半
日
交
代

の
輪
番
制
）
と
新
し
い
意
欲
あ
る
書
記
採
用
で
乗
り
切
り
、
新
た
な
運
動

の
地
平
を
切
り
開
い
た
。

①

戦
争
法
廃
止
２
千
万
人
署
名
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り
に
反
対
す
る
取

り
組
み

第
９
回
憲
法
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
は
副
知
事
は
じ
め
各
市
町
の
関
係
職
員
１

２
２
名
と
懇
談
。

年
金
者
組
合
作
成
の
『
戦
争
の
記
憶
』
は
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
企
画
で
好

評
。「

市
民
連
合
み
え
」
の
呼
び
か
け
に
応
え
、
職
場
内
外
で
参
院
選
勝
利

に
貢
献
。

②

雇
用
の
安
定
と
社
会
保
障
充
実
、
安
心
安
全
社
会
を
目
指
す
全
労
連

大
運
動

春
闘
要
請
（
20
団
体
）
、
春
の
憲
法
キ
ャ
ラ
バ
ン
（
第
9
回
30
自
治
体
）
、

秋
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
（
第
11
回
30
自
治
体
17
病
院
、
第
4
回
15
教
委
）
。

そ
の
結
節
点
と
し
て
「
第
４
回
あ
す
の
三
重
を
考
え
る
集
い
（
実
行
委
員

会
主
催
）
に
は
３
２
５
名
が
結
集
。
そ
の
後
、
地
域
医
療
・
介
護
で
の
共

同
、
18
歳
選
挙
権
で
の
若
者
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
（
地
域
労
連
１
３
２
名
で

配
布
）
へ
と
発
展
。

③

仲
間
増
や
し
の
中
期
計
画
達
成

「
８
地
域
労
連
（
29
市
町
ユ
ニ
オ
ン
）
結
成
で
、
1
万
人
み
え
労
連
の

実
現
」
を
め
ざ
し
た
。
１
０
年
間
続
い
た
連
続
拡
大
（
10
年
間
で
３
９
０

０
名
↓
６
２
０
０
名
）
は
足
踏
み
状
態
と
な
り
、
昨
年
度
は
若
干
の
微
減
。

全
労
連
が
進
め
る
「
10
人
に
一
人
が
参
加
す
る
仲
間
増
や
し
の
運
動
」
で

一
万
人
み
え
労
連
の
達
成
を
目
指
し
た
い
。

以
下
略
（
議
案
書
参
照
）

議長団
左 森さん（自治労連）
右 瀬尾さん（医労連）

議案の説明をする

芳野副議長

去
年
は
７
回
、
東
京
へ
行
っ
た
。
何
を

や
っ
て
も
ム
ダ
だ
と
組
合
員
に
無
力
感
が

あ
る
の
は
事
実
。
ネ
オ
ナ
チ
の
よ
う
な
政

権
を
支
え
て
い
る
の
は
日
本
会
議
だ
が
、

彼
ら
は
天
皇
の
生
前
退
位
に
反
対
し
て
お

り
、
保
守
分
裂
の
様
相
。
一
方
で
野
党
の

共
闘
が
す
す
ん
で
い
る
の
は
希
望
だ
。
と

も
に
が
ん
ば
ろ
う
。

１０/２２（土）～２３（日）全労連東海北陸ブロック交流集会
（四日市・霞ヶ浦会館）

１０/３０（日） 地域医療を守るシンポジウムと講演のつどい
１３:００～三重大学１９０番教室

１０/１１（火）～２１（金）第12回みえ労連自治体キャラバン
（14市15町・三重県、教委、17病院）

行事予定

１０/２１（金）１０・２１安保破棄三重県集会
１８時～フレンテみえ・セミナー室Ａ

記録映画「高江ー森が泣いている」と現地報告
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加納さん（みえ青年連絡会）

電
話
労
働
相
談
は
大
切
だ
。

中
勢
地
域
労
組
は
毎
日
10
時

〜
５
時
ま
で
電
話
相
談
を
し

て
い
る
。
日
東
電
工
で
日
系

ブ
ラ
ジ
ル
人
労
働
者
の
組
合

を
作
っ
た
。
男
１
３
７
０
円
、

女
１
０
８
０
円
と
時
給
に
男

女
差
別
が
あ
っ
た
が
、
是
正

さ
せ
た
。
女
性
は
一
気
に
月

５
〜
６
万
円
の
ア
ッ
プ
に
な
っ

た
。
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
正
規
準

社
員
に
な
る
例
も
出
て
き
た
。

亀
山
自
動
車
学
校
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転
手

さ
ん
が
ス
リ
ッ
プ
事
故

を
理
由
に
解
雇
を
言
い

渡
さ
れ
た
。
２
回
の
団

体
交
渉
、
津
地
裁
へ
の

労
働
審
判
申
立
を
経
て
、

完
全
勝
利
し
た
。
不
当

な
解
雇
を
す
れ
ば
、
会

社
側
が
損
を
す
る
こ
と

を
思
い
知
る
べ
き
だ
。 向井さん（鈴亀ユニオン）

神部さん（三重県国公）

大会宣言を朗読する谷さん

（自治労連）

新しく事務局次長に選ばれた

高岡さん

福島さん（生協労連）

藤井さん（医労連）

伊世さん（羽津病院）

村瀬さん（自治労連）

大塚さん

（化学一般）

伊藤さん

（中勢地域労組）

社
保
協
の
事
務
局
長
を
し
て

い
る
。
鈴
鹿
で
動
脈
瘤
破
裂
の

患
者
が
、
松
阪
ま
で
運
ば
れ
て

い
る
間
に
死
亡
し
た
。
た
だ
で

さ
え
病
床
が
足
り
な
い
の
に
、

県
全
体
で
２
０
０
０
床
も
減
ら

す
と
い
う
。
点
滴
つ
け
た
ま
ま

で
む
り
や
り
在
宅
療
養
さ
せ
て

い
る
。
医
療
費
削
減
に
抗
し
、

命
を
守
る
た
た
か
い
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

地
域
医
療
構
想
で
は
空
き
ベ
ッ

ド
数
を
調
査
し
て
「
不
必
要
」

と
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
が
、
看

護
師
不
足
で
ベ
ッ
ド
が
使
え
な

い
だ
け
だ
。
高
齢
化
で
医
療
や

介
護
の
需
要
は
増
え
て
い
る
。

受
け
皿
も
な
い
の
に
地
域
へ
帰

す
の
は
間
違
っ
て
い
る
。

三
重
短
大
の
長
友
先
生
は

「
医
療
は
経
済
活
動
だ
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
る
。
医
療
充
実
は

景
気
回
復
に
も
直
結
す
る
。
自

信
を
持
っ
て
取
り
組
も
う
。

ベ
ッ
ド
数
を

削
減
し
て
川
上

（
病
院
）
か
ら
、

川
下
（
在
宅
）

へ
追
い
や
る
政

策
が
と
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。

吸
痰
８
回
未
満
は
家
族
で
見
よ
、

な
ど
と
は
よ
く
も
言
え
た
も
の
だ
。

介
護
保
険
も
適
用
範
囲
が
減
ら

さ
れ
、
家
族
の
負
担
は
増
え
る
ば

か
り
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が

少
な
い
の
で
、
「
サ
高
住
」
が
流

行
だ
が
、
12
万
円
の
居
住
費
以
外

に
医
療
費
・
介
護
費
が
か
か
る
よ

う
に
な
る
と
、
入
居
し
続
け
る
こ

と
が
難
し
い
。
大
き
な
運
動
が
必

要
だ
。

福
井
県
の
化
学
工
場

で
膀
胱
ガ
ン
が
多
発
し

て
い
る
。
組
合
を
作
っ

て
、
職
業
ガ
ン
と
認
め

さ
せ
る
取
り
組
み
を
す

す
め
て
い
る
。
私
た
ち

に
と
っ
て
も
人
ご
と
で

は
な
い
。
化
学
一
般
が

中
心
と
な
っ
て
「
患
者

と
家
族
の
会
」
を
結
成

し
、
10
月
に
は
現
地
で

学
習
と
交
流
の
集
会
を

計
画
し
て
い
る

28
年
前
全
労
連
結

成
大
会
に
三
重
県
農

村
労
連
委
員
長
参
加

と
し
て
し
た
。
去
年

は
松
阪
ユ
ニ
オ
ン
立

ち
上
げ
に
か
か
わ
っ

た
。
か
つ
て
の
人
脈

を
生
か
し
、
尾
鷲
・

牟
婁
地
域
に
地
域
ユ

ニ
オ
ン
を
作
り
た
い
。

医
療
・
介
護

地
域
ユ
ニ
オ
ン
な
ど

中川さん

（南勢ユニオン）

保育・教育・青年・年金者ほか

鈴
鹿
で
も
保
育

所
に
入
れ
な
い
実

態
が
あ
る
。
「
こ

こ
が
20
園
目
で
す
」

と
電
話
し
て
く
る

お
母
さ
ん
も
。
保

育
士
が
足
り
な
い
。

待
遇
改
善
が
急
務
。

9
月
28
日
に
市
交

渉
を
予
定
。

田中さん

（福保労ぐみの木分会）

大原さん

（聖母の家学園）

加藤さん

（みえ教育ネット）

８
／
12
〜
14
に
臨
時

教
員
の
全
国
集
会
を
四

日
市
で
開
催
し
た
。
三

重
県
で
も
40
年
の
運
動

の
歴
史
が
あ
り
、
受
験

年
齢
撤
廃
や
試
験
問
題

の
公
開
を
勝
ち
取
っ
て

き
た
。
「
同
一
労
働
・

同
一
賃
金
」
を
三
重
県

教
委
に
求
め
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。

三
重
県
は
臨
時
教
員

の
比
率
が
全
国
一
位
。

小
学
校
に
も
授
業
だ
け

担
当
す
る
「
非
常
勤
講

師
」
が
増
え
て
い
る
。

私
た
ち
は
正
規
教
員
の

増
員
と
30
人
学
級
の
拡

大
を
求
め
て
い
る
。

青
年
連
絡
会
で
18
歳

選
挙
権
の
ア
ン
ケ
ー
ト

は
が
き
に
取
り
組
ん
だ
。

記
者
発
表
に
は
会
場
い
っ

ぱ
い
の
人
が
集
ま
っ
た
。

翌
日
の
新
聞
に
大
き
く

載
り
、
う
れ
し
か
っ
た
。

今
年
の
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

は
富
山
県
。
三
重
か
ら

６
人
で
参
加
し
ま
す
。

飯田さん

（年金者組合）

「
戦
争
の
記
憶
」
を
全
国
高

齢
者
大
会
で
２
０
０
冊
売
っ
て

き
た
。
コ
ー
ヒ
ー
一
杯
ち
ょ
っ

と
で
買
え
ま
す
。
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

生
協
労
連
コ
ー
プ
み
え

で
は
生
計
費
調
査
に
取
り

組
ん
だ
。
み
え
労
連
全
体

で
も
取
り
組
み
大
き
な
運

動
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

明
る
く
楽
し
く

元
気
よ
く
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
遊
ん
で

学
ん
で
た
た
か
う

組
合
を
め
ざ
し
て

い
る
。
来
月
に
は

キ
ャ
ン
プ
を
計
画

中
。

選ばれた新しい役員

副議長退任挨拶
小山さん 総会では臼井議長や芳野・木村・新家の各副議長（いずれも留任）のほか、９名の幹事

と２名の会計監査、そして新しく事務局次長に高岡秀基さんを選出しました。

「幹事は退任します
が、これからもがんば

ります。」

議長 臼井照男

副議長 芳野 孝

副議長 木村順子

副議長 新家忠文

事務局長 ・・・・

事務局次長 高岡秀基

幹事 辻井良和

幹事 駒田良次

幹事 遠藤一男

幹事 一尾和洋

幹事 大塚偉介

幹事 伊藤寛修

幹事 大藪 寛

幹事 西岡 悟

幹事 中川 隆生

会計監査 城山 明文

会計監査 加藤 友明


